
１ 検討対象 

いわき駅周辺の公共施設（パブリックスペース）は、 “交通結節”な

ど、施設本来の機能に加え、日常・非日常を問わず賑わいや情報発信

の拠点として活用することを目的として整備されました。 

施設の供用以降、様々なイベントに活用されてきましたが、利用頻

度や継続性の面から、現状、賑わい拠点として十分な利活用が図られ

ていないとの声も一定程度聞かれます。 

これら、いわき駅周辺のパブリックスペースの更なる活用による賑

わいづくりは、中心市街地活性化の要素であり、誰もが利用しやすい

機能と環境を維持しつつ、賑わいが生まれる活用が求められます。 

このため、本検討会では、①南口駅前広場、南北自由通路、北口交

通広場及び、②新たに整備される再開発事業区域内広場を対象とし

て、官民が適切な役割分担のもとに緊密に連携してパブリックスペー

スの可能性を最大限に引き出し、効果を市街地に波及させることを目

標として検討を行いました。

２ 市街地の課題

 いわき駅周辺のパブリックスペースは、まちの動線の要衝にあり、市街地を行き交う人々が交差する結節点です。パブリックス

ペースが魅力あるものになれば、人々の目的地となり、多くの人を呼び込むことができます。 

 一方で、パブリックスペースに人が集まったとしても、市街地自体に魅力や目的がなければ、素通りされてしまい、市街地全体

としての回遊や賑わいが生まれないこととなります。 

このため、本検討会では、パブリックスペースの有効活用による効果が市街地にとっても、有効なものでなければならないと考

え、検討のアプローチとして、現在の市街地が抱える課題の抽出を行いました。 

3 パブリックスペースの役割

市街地の課題解消向けて、パブリックスペースが果たすべき役割や期待される機能を６つの目標として整理しました。 

いわき駅並木通り地区第一種市街地再開発事業地内
公開空地 

いわき駅南口前広場・北口交通広場等

市街地のシンボル
『いつも何かやっている』

まちなか回遊の発終点
『人が流れる、人が集まる』

たまり空間
『ここに居たい』

ⅰ ⅱ ⅲ

 いわきの玄関口にふさわしい

市街地環境を形成するためは、

賑わいは最も重要な要素のひと

つです。 

 多くの人を収容できるパブリッ

クスペースでは、大小さまざまな

イベント等が常時開催されてい

る環境が求められます。 

いわきの玄関口だからこそ
にぎわいを創りやすい環境へ

目 標 

経済活動の場
『モノ、コトの提供』

ⅳ

 人がまちを訪れる目的の一つ

に、魅力的な経済活動が展開さ

れていることが挙げられます。 

 これまでは、イベント時を除き

営利利用が制限されてきたパブ

リックスペースですが、今後は、

魅力と賑わいの向上に資するモ

ノ、コトの提供の場として活用さ

れることが求められます。 

店舗にはできない
『モノ』と『コト』の提供

目 標 

情報の集積・発信拠点
『情報を届ける』

ⅴ

 誰もが便利で快適にまちで過

ごすためには、様々な目的に応

じた適時、適切な情報を提供す

る必要があります。 

特に、人が集うパブリックスペ

ースには、多様な情報を集積し、

利用者は、その情報を簡単に取

得できる環境を整備しておくこと

が求められます。 

ほしい情報をほしい時に
簡単に手に入れられる環境を

目 標 

防災拠点
『災害時にも頼りになる』

ⅵ

 不特定多数の人が訪れる駅周

辺では、居住する地域や学校、

職場などの普段過ごす場所とは

異なる防災対策が必要です。 

 パブリックスペースは、市街地

における空地として災害時に利

用されることとなるため、災害時

に対応可能な機能を整備してお

くことが求められます。 

人が集まる場所だからこそ
いざというときに頼れる場所に

目 標 

 より便利にまちなかを回遊する

ためには、鉄道、バス、自動車等

の既存交通と連携した、新たな

交通の導入が望まれます。 

 交通結節機能を有するパブリ

ックスペースには、来訪者の移

動ニーズに応えた新たな機能の

拡充が求められます。 

駅前から市街地へ、
市街地から観光地への移動を
もっと便利に、もっと楽しく

目 標 

  交通結節点である駅周辺

は、通勤・通学での利用が多く、

人が行き交う通過点となってい

るのが現状です。 

 パブリックスペースには、これ

までの通行機能に加えて、居場

所となる良好な“たまり空間”の

形成が求められます。 

居心地の良い空間の整備で
通り過ぎるだけの駅前を卒業

目 標 

情

報

駐 車 場

住 宅 商業・業務

並木広場

もみの木広場

並木テラス



４ 施策提案 

  ６つの目標を達成するための手段となる施策を提案します。
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概要版

アイディア 

市街地のシンボル ・イルミネーション
・足湯 ・ペデ絵 ・遊具・健康遊具
・ハンモック ・キャンプファイヤー
・パブリックビューイング
・動物ふれあい・移動水族館

まちなか回遊の発終点 ・モビリティの整備
（電動キックボード、レンタサイクル、グ
リーンスローモビリティなど）

・クーポンガチャ・スタンプラリー
・中心市街地公園との連動イベント

たまり空間

経済活動の場

情報の集積・発信拠点

防災拠点

・芝生スペースの整備・移動図書館 
・移動水族館・ブックカフェ 
・こたつ、暖炉・ベンチ及びテーブル 
・勉強スペース・アートの展示 
・フォトスポット・Wi-Fi 環境の整備 
・タブレット端末の貸出・美化活動 

・市場・ビアガーデン・屋外カフェ 
・キッチンカー・パークヨガ・占い 
・屋外教室（カルチャー教室） 
・ワークアウト、物販（お土産、アクセサ
リー、雑貨等）・チャレンジショップ、ネ
ーミングライツによる収入増 

・観光用の地図の設置 
・電子パンフレットの作成 
・QRコードの設置 
・まちの紹介用モニターの設置 
・シティプロモーション動画の配信 
・イベント情報サイトの強化 
・システムの開発・・・etc

・防災マップ・ハザードマップの掲示 
・防災備蓄倉庫の整備・防災訓練等の啓
発活動・帰宅困難者への対応・マンホール
トイレ・かまどベンチの設置 
・充電設備（携帯充電）の整備・・・etc

目 標 手 段

情

報

企画運営母体の設立
（プラットフォーム）

デジタルコンテンツの作成

観光案内・情報発信の多機能化

シティプロモーション

駅前広場管理協定の改定

環境維持に取り組む
官民連携組織の設立

IT環境の整備・充実

モビリティ事業者の参入に向けた
積極的アプローチ

公共交通・
モビリティ利用のインセンティブ

防災機能の拡充

公共施設との連携

企画・運営母体の設立

この検討成果は、市の政策決定や現行の制度、さらには予算の裏付け等がなされているものではなく、
若手職員の発想により、パブリックスペースの活用方策を提案したものです。


